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JIA 三重発

版画家 立原位
い ぬ き

貫氏「木版画 江戸から現代 その変遷を通して見えてくる日本の力」

森羅万象匠塾

　JIA三重恒例の森羅万象匠塾が9月12日
（金）三重県総合文化センターフレンテみ
えのセミナー室において開催された。冒
頭、中西修一会長の挨拶で、公益的な活動
の一環として森羅万象匠塾は地域会内の
勉強会としてやってきたが、今回は会員
外の一般の方にもPRして参加いただい
たと報告があった。参加者は会員、法人協
力会員21名、会員外20名であった。谷川精
一研修委員長から講師の経歴紹介の後、
立原さんの版画をつくる哲学の話が始
まった。
　伝統的な浮世絵という版画を40年やっ
てきた中でおもしろい話ができるのでは
ないかと、まず版画の歴史から話された。
日本の伝統的な木版画は仏教を伝達する
ため、版に彫って大衆に広げるところか
ら始まった。奈良時代終わりから平安に
かけては謡曲、浄瑠璃を大衆に広め、室町
以降は武家社会とかかわりながら江戸時
代を迎える。江戸時代は町人の力が台頭
し、歌舞伎などの遊びが出てくる。
　その中で木版画は18世紀になって色付
けされたことで飛躍的な発展を遂げる。
それが浮世絵である。浮世絵は錦絵とも
呼ばれて風俗画として広く庶民に親しま
れ、大衆文化の中でその地位が確立され
た。しかし明治10年を境に木版画から石
版画、銅版画へと変わっていき、明治20年
頃には機械化され木版画はすたれてしま
う。木版画の歴史は200年程度、現代まで
百数十年、こうした歴史と会話しながら
浮世絵の復刻を手掛けてきたという。
　続いて製作技法の話に移る。ここでは
素材へのこだわりが語られた。木版画は
木に彫って、バレンで押して和紙に印刷
をするが、版木は山桜の木で根っこから2
ｍまでの板目を使う。山桜は木に粘りが

ありシャープな細
い線が出るので良
いという。一方、和
紙は良質のものが
減っている。紙の
原料であるコウゾ
が酸性雨に対抗す
るため繊維が太く
なった結果、紙質が硬くなり独特のやわ
らかな味がなくなったためだという。
　続いて日本人の心の話。日本人のもの
をつくるときに持つ心は「見立てる」「人
に添う」ことだという。それは例えば仏像
や茶碗をそのものとして見るのではな
く、自分自身として見ることである。友人
の外国人からはもっと自分を主張した作
品をつくれと言われるが、自己主張して
しまうと、自分のあり様を忘れてしまう。
「自分はここに置いておいて相手に添わ
せて、そして自分を見る」と自分が見えて
くるものだという。そこから自分しかで
きないものが生まれるのだと語られた。
　そして建築と美術について。日本の美術
は建築から派生しているという。建築と美
術は一体であり、床に書を掛けるのは自分
の心を添わせて絵に見せた哲学であり、そ
れが自分自身を“見立てる”ことである。ま
た美術の寸法は建築によって決まる。利休
のお茶は庶民のお茶であり、空間は狭い
が、織部や遠州は武家のお茶で空間が広く
なる。そうした建築のスケールで茶碗など
の道具が決まる。これも美術が建築に「添
う」ということだろう。
　最後に、版画をつくるときの心構えを
語られた。版画をつくるときに、ものと自
分との間で木や紙に問うて、一人の人間
として物事とどうかかわっていくか、一
人の作り手として何を中心に据えるか、

何かに「添わせて」そこから感じるものを
自分の中に取り込む。江戸で滅んだ版画
を復元するために、当時の色や表現を徹
底的に調べ、今に蘇らせた。版画師として
浮世絵の材料である和紙や絵具、版木な
どできるだけ当時と同じものを追い求
め、絵、彫師、刷り師すべて一人でやる。そ
の作品を触って紙の質感や木版画の良さ
を感じてほしいと締めくくられた。
　話を聞いて、私のもののつくり方も一度
考えなければと強く思った。歴史、素材、日
本人の心、そして建築と美術。すべてが私
のものづくりと大きくかかわってくる。立
原氏のものづくりの考え方は難しく抽象
的だが心に訴えるものがあった。頭の中が
整理できず悶々とするが心地よい疲れを
感じた。作品の前でも解説してくださり、
版木、刷られた和紙なども手に触れてみる
ことができ、本物の木版画の世界に引き込
まれた。

森本昭博｜森本建築事務所

上｜山桜の版木　下｜会場の様子

立原位貫氏
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第１部

「パッシブデザインを活かした
エネルギー設計と実測」
辻充孝氏（岐阜県立森林アカデミー 准教授）

　すぐれた設計への「切り口」は建築家が常
に追い求めるものだが、今回の講習では、環境
的視点から、新たに分かりやすく、具体的な効
果が得られる手法を提示していただいた。
　その適用範囲は立地の気候条件の読み
方、地域環境の読み方、配置計画から始ま
り、躯体・環境の基本性能の設定、環境評価
など、建築計画全体を網羅していた。また、そ
の一つひとつの要素、例えば気候条件の読
み方であれば、HPからの情報収集方法、省
エネ性能判定プログラムの使い方など、すぐ
にでも役立て、設計内容の環境的評価を自
分でできるような、実践的で丁寧な説明が続
き、聴講者の大きな満足感が得られる内容で
あった。
　ご自身によるパッシブ住宅作品の紹介は、
環境的設計が創造的設計につながること、そ
の数理的評価が施主にとっての確実な利益
につながることを具体的に説明するものとなっ
ていた。
　また、辻准教授の思いは参加者への2つの
宿題「1．自分のパッシブ住宅を言葉で表現す
る」「2．省エネプログラムの計算結果のPDF」
の提示により、環境アプローチへの誘いを行
い、参加者との協調を感じさせるものになっ
た。
　環境技術の紹介にとどまらず、実際にエネ
ルギー設計と検証を設計に取り込むことで、
設計の視野を広げることとなることが伝わる
講習であった。

第２部

｢英国の建築家になるための
実務経験について｣
瀬口哲夫氏（名古屋市立大学 名誉教授）

　第2部のテーマは｢英国の建築家になるた
めの実務経験について｣、まさに建築家職能
に係る資格制度に直結する視点である。
　テキストは先生の2011年度の研究報告書
｢英国の建築家資格における実務経験とパー
ト3の試験制度について｣、周到な現地調査
に基づく懇切の実践的報告から成る。とはい
え、約70分の講演は決して剛速球勝負ではな
く、先生独得の軽妙な語りかけ口調で、痛快
で示唆に富んだ聴講のひとときであった。
　冒頭に｢実務経験とパート3試験｣の要約
画面にて、英国の建築家資格制度では5年
間の建築教育と2年間の実務経験が必要で
ありその後にパート3試験（最終試験）がある
こと、2年間の実務経験のうち後半1年は建築
事務所での経験が必要で、これが最終試験
対象になることが示された。この過程で建築
事務所の役割が特に大きく、｢メンター｣と呼
ばれる直接指導者が重大な責任を付与され
るという。
　全体を通して、英国での建築家資格が極
めて厳正な実務経験や全人的審査の上に
構築されていることの驚愕的再認識の一方
で、尊厳を守る事細かなルール化はとりもなお
さず不心得者の多さの裏返しとのアイロニー
も心に残る。姉歯事件で大失墜し再々の制
度化模索に揺れる日本の｢建築士｣、さらに
私たちの｢建築家｣の現況と今後は果たして
…。｢建築家｣先進国の実践例の仔細は大
いに興味深い。

第３部

「JIAと建築家資格制度のこれから」
芦原太郎氏（JIA会長）

　芦原会長はブルネレスキから始まる「建築
家」の歴史から講演をスタート。1914年、全国
建築士会が「建築家」の理念を提唱して以
来、「建築家」についての社会的認知が一向
に浸透しない日本の現状がある。会長は「公
共の価値ある建築」を語ることによって「それ
を創る建築家」を社会にアピールしていこうと
いう考えを示した。
　建築家資格制度については、現行の登録
建築家制度が行き詰まりの状況にあるという
認識を示し、それを打開するため、従来の
「社会制度経由ルート」に加えて、新たにJIA
正会員全員が登録建築家となる「JIA正会
員ルート」との両面作戦で行くことを説明。
　その方策としてまずJIA正会員資格を
UIA規準に適合するよう改訂する。その上で
JIA正会員全員を登録建築家に認定して
「JIAアーキテクト」という称号を与え、UIA規
準の建築家であると世界に胸を張って言える
ようにするというもの。そのためのJIA会費の
改訂、CPD制度の改革などについても論及。
会員の合意が得られれば来年の総会で決定
したいという意向を表明した。
　講演後の質疑応答では、現行の登録建築
家規則細則も改訂すべき、JIA正会員に一
級建築士定期講習を義務付けるべき、JIA
正会員にCPDを義務付ければ会員数が減
る、などの質問意見が続いた。これらに答え
て会長は、会と制度の質を確保し理念を貫く
ために歯を食いしばって頑張らなければなら
ないという熱い思いを語り、
議論は二次会へと続いた。

JIA 東海支部講習会 

植野　收｜石本建築事務所鈴木利明｜前・日本設計

芦原太郎氏瀬口哲夫氏辻充孝氏

青山仁志｜青山設計

日時：2014年9月13日（土）13：00 ～17：30
会場：昭和ビル9階会議室（名古屋市）
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　今、世界中で話題になっているコンペ
がある。グッゲンハイムのヘルシンキ美
術館のコンペである。このコンペは建築
家の資格さえあれば、誰でも応募可能で
ある。年齢、国籍、実績などは一切応募資
格の要件では問われていない。僕は、大学
の研究室の学生たちと一緒に毎年いくつ
かの国際コンペに応募しているが、ほと
んど資格要件で制限を受けたことはな
い。世界中から建築に夢を持つ人たちが、
キャリアには一切関係なく匿名の条件で
コンペに応募してくるわけである。今、話
題の新国立競技場のコンペでは、応募資
格にプリツカー賞やRIBAのゴールドメ
ダルの受賞者などの条件が付けられてい
たことが記憶に新しい。日本のアトリエ
事務所で応募可能だったのは10者もいな
かったのではないだろうか。このコンペ
要綱を読んだときに感じた虚脱感と、思
わずもらしてしまった失笑は今でも鮮明
に覚えている。

■

　一般的に、国内で行われているプロ
ポーザルのほとんどは何らかの形で参加
要件が定められている。その中でも最も
厳しいのが、同種・類似業務の実績が問わ
れる場合である。例えば、ある庁舎のプロ
ポーザルでは「平成○年以降、国、都道府
県および市町村が発注した6000㎡以上の
庁舎新築設計に関する業務の実績を有す
ること」という条件が付けられている。こ
の条件をクリアして応募できる設計事務
所は一体どれだけの数があるだろうか。
現在、50歳代半ばである僕たち世代の設
計者でも応募できる設計者の数は相当に
絞られるだろう。ちなみに僕たちの事務

所は応募できない。ましてや30代から40
代の若い建築家たちには全くと言ってい
いほどチャンスはない。
　僕が今危惧しているのは、若い世代の
建築家たちが希望を失っていくことだ。
一般的に、若い建築家は住宅や小規模な
施設の設計からスタートし、徐々に仕事
の規模や幅を広げながらキャリアを積み
重ねていく。必ずしも大規模な建築を設
計することだけが目的ではないにしろ、
いつかは自分も巨匠たちのように腕を振
るえる日が来ることを夢見ない者はいな
いだろう。しかし、現在、公共建築ではそ
の道はほとんど閉ざされてしまってい
る。このような状況が長く続くとしたら、
建築設計業界はどんどんと痩せ細ってい
くに違いない。
　近年、多くの大学で意匠系の研究室を
志望する学生の数が減っていると聞く。
また、意匠系の研究室で大学院まで進学
しても、アトリエ系設計事務所に行って
将来は独立しようとする学生の数は激減
しているとも聞いている。いわゆるアト
リエ系事務所が労働時間の長さや給与・
福利厚生などの待遇面の問題から敬遠さ
れるというのも大きな理由であろうが、
キャリアをステップアップしていくイ
メージが持てないというのも一つの原因
になっているのではないかと思ってい
る。
　意欲的な若手や学生たちは、建築設計
という仕事で生き残っていくためにはタ
フでなければならないことは十分に自覚
している。コンペになれば最後に勝つの
は1人であることも分かっていながら果
敢に挑戦する覚悟もある。しかし、挑戦す
るチャンスさえ与えられないとしたら、

何に夢を抱いてこの世界に入って来るだ
ろう。意欲的な若い世代が、この仕事に夢
を持たなくなったら、建築設計業界は本
当に貧弱になっていくに違いない。

■

　これは単にアトリエ系事務所だけの問
題ではない。設計業界は、さまざまな組織
形態（組織事務所、ゼネコン設計部、ハウ
スメーカーや工務店、アトリエ事務所な
ど）があって多様性が確保されている。も
し、組織設計事務所しか公共建築のプロ
ポーザルに参加できなくなったら、日本
の公共建築の多様性や可能性は著しく失
われることになるだろう。建築業界に限
らず、若者が夢を持てなくなったら未来
はない。これは社会的な損失だと言って
よい。
　コンペやプロポーザルのやり方を変え
ていく必要があると思う。もちろん、建築
の設計において経験が占めるウェイトが
大きいのは事実である。発注者としては、
安全を確保するために実績のある設計業
者を選びたいという気持ちも理解はでき
る。
　それでは、最初にあげた国際コンペの
場合はどうなっているのか。ほとんどの
応募要項に記されているのは、最優秀と
なった建築家が外国人であった場合は必
ず国内の建築事務所と組むことが義務付
けられている。このやり方は日本国内の
プロポーザルでも問題なく適用できる。
実際にも、案を全国から公募しつつ地元
の設計事務所を実績で選出して、最終結
果決定後にJVを義務付ける事例はある。
この方法を援用すれば制度的には可能な
はずだ。別の方法として、若手のデザイン

コンペについて

若者に公共建築設計のチャンスを
私

意

の

見
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Bulletin　Board

　JIA東海支部の主催する「建築設計競技」は、今年で31回を数えます。10

月11日（土）に第1次審査を終え（結果は「ARCHITECT」12月号掲載）、11

月22日（土）に第2次審査が行われます。

●審査方法

　学生の部、一般の部において入賞者7名（金賞候補1名、銀賞候補2名、特

別賞候補1名、銅賞3名）が選出され、それぞれの部各4名（金賞候補1名、銀

賞候補2名、特別賞候補1名）が2次公開審査会に進み、銅賞入賞者は表彰式

への参加となります。2次公開審査会では発表者の持ち時間は各5分とし

質疑を各10分とします。プレゼンはパワーポイントで行うこととします。

●「2次公開審査会・表彰式・作品展示・記念講演会」のスケジュール

11月22日（土）名古屋大学ES総合館にて

　作品展示　　　　　12:00 ～17:30

　学生の部公開審査　12:30 ～13:40

　一般の部公開審査　13:50 ～15:00

　銅賞作品講評　　　15:15 ～15:45

　表彰式　　　　　　15:45 ～16:15

　記念講演会　　　　16:30 ～17:30

　（講師：島田陽氏、定員300名、先着順）

●審査員（順不同・敬称略　○審査委員長 ◎ゲスト審査員）

◎島田陽（タトアーキテクツ/島田陽建築設計事務所）、○道家洋（道家

洋建築設計事務所／ローテクス）、川本敦史（株式会社エムエースタイル

建築計画）、川本まゆみ（同）、出口基樹（日新設計株式会社）、寺下浩（スマ

イロ・アーキテクツ・ユニット）、牧ヒデアキ（makira DESIGN）　

●表彰

＜学生の部＞＜一般の部＞とも、金賞1点（賞状、賞金10万円、記念品）、銀

賞2点（賞状、記念品）、特別賞1点（賞状、記念品）、銅賞3点（賞状、記念品）

●問合せ　

JIA東海支部内設計競技事務局（〒460-0008　名古屋市中区栄4-3-26　昭

和ビル5階　TEL：052-263-4636　FAX：052-251-8495）

2次審査は11月22日（土）

第 31 回 JIA 東海支部設計競技
名古屋大学 ES 総合館にて

アーキテクトと経験値の高い事務所との
JVでの応募を定めた事例もある。ただし
残念ながら、このような事例は極めて数
が少ない。
　コンペやプロポーザルは誰にでもオー
プンであることが基本だとは思うが、逆
の制限があってもよいはずだ。例えば、小
規模な物件の場合には40歳以上の建築家
は参加できないなどの制限だ。年齢や実
績によって何段階かの基準を設け、基準
を満たせばステップアップが可能となる
ようなシステムがあれば、若い建築家に
は非常にはっきりした目標とキャリア
アップのルートが見えてくることにな

る。ちなみに施工については、このような
ランク分けが機能しており、上位ランク
の施工者は下位ランクの小規模物件には
入札できないようになっている。役所内
部のルールや法規のことはよく分からな
いけれど、設計のプロポーザルに援用す
る可能性もあるのではないか。
　公共の役割は、適切に税金を使って一
定以上のクオリティを確保したものを建
設することにあるのは事実である。しか
し、現在の状況は、失敗はないけれど往々
にして可もなく不可もない凡庸な建築を
生みだし続けているように見えてならな
い。税金の使い道として、後の世代に本当

の財産となる建築を残すことや若い世代
を育てていくことも重要だと考える。む
しろ、そのような大局的な価値観を持つ
ことが、目先の利益追求を第一義としな
くてよい公共の役割なのではなかろう
か。

伊藤恭行｜
CAn・名古屋市立大学

11_アーキテクト.indd   17 14.10.22   3:26:24 PM



18　ARCHITECT　2014− 11

　さて、皆さんは行政派遣職員をご存知で
しょうか。派遣職員とは、震災後、膨大な復
興事業の進捗のために、被災自治体に派遣
された全国の自治体職員のことです。
　岩沼市玉浦西地区の防災集団移転団地
は、住民コミュニティを中心に造成計画
をまとめ、しかもスピードも速いことで
震災復興のトップランナーとして知られ
ている。その木造戸建てタイプの災害公
営住宅を宮城県が整備することになり、
設計者として私を含めた4者がプロポー
ザルにより選定された。
　打ち合わせに出てみると、宮城県側の
担当職員はほとんどが他県からの派遣職
員である。彼らは各県を代表して来てい
ることもあって、びっくりするほど優秀
で、情熱もある。何度かやり取りをするう
ちに、克服するべき課題はかなり整理で
きた。厳しい建設コストをどうクリアす
るか、高齢者の見守り空間をどう醸成す
るか、均質になりがちな外観をどうする
か、出口戦略・将来計画は、など。
　ひとつひとつ克服してゆくと、越え難
い壁が見えてくる。例えば、公平性であ
る。ここで言う公平性とは、ひとつには、
公営住宅の間での公平性であり、各住戸
の間で、露骨な不公平があってはならな
い。しかし平等性を突き詰めれば同
じ住戸が同じ方向を向いて無味乾
燥に並んでしまう。これについて
は、担当派遣職員と周辺に与える景
観をどう考えるかを議論し、良い方
向に落ち着いた。
　加えてもうひとつ、自力再建住宅
と災害公営住宅の間での公平性を
どう考えるか。「今回の被災地のよ
うな地方では、公の助けにすがる自
分を潔しとしない意見が根強く、な

けなしのお金でプライドに掛けて自力で
立ち上がろうとするお年寄りがたくさん
いる。将来復興が成し遂げられたとき、自
力再建が難しい人の最後のセイフティ
ネットであるはずの災害公営住宅のほう
が、自力再建住宅より立派であった場合、
地域社会は大きく混乱するのではない
か。魅力的なものをつくりたい気持ちは
分かるが、同時にそれが地域に引き起こ
す混乱についても直視してほしい」。
　震災前であればそんな指摘には、大して
気持ちを揺さぶられなかっただろう。しか
し震災を経てみるとこうした矛盾は、われ
われ建築家の無知による許しがたい暴力
のように思えてくる。しかし設計者として
は、どうせつくるのであれば良いものをつ
くりたい。わざわざ税金を投入して良くな
いものをつくるのは、社会のためにも良い
はずがない。しかし、地域社会で起こるで
あろう混乱をつぶさに見ていくと、派遣職
員の指摘はもっともである。
　住民同意をどう考えるかも課題となる
が、彼らは「入居希望者の意見を取り入れ
て設計するつもりはない」という。「災害
公営住宅は公共物であり、個人住宅ではな
い。ここで入居希望者の意見を取り入れる
と、次に入居者が入れ替わるときにもそう

せざるを得なくなる」。しかし、そうであれ
ば、行政と設計者だけですべてを決めるこ
とになる。それが公共物の在り方として正
しいのか、とこちらからも反論する。それ
には直接答えず、「入居者の個人的嗜好を
取り入れて設計してしまえば、自力再建者
たちはどう思うだろうか。地域の中での不
公平感はさらに膨らんでしまう」。言われ
てみればその通りである。
　こうして、災害公営住宅は魅力的であ
ることを禁じられ、主体が誰であるかも
見失い、意味もなく地味に成り下がって
設計されるか、それとも、役所の言う公平
性を無視して魅力的につくられるかどち
らかなのである。
　そうした課題と矛盾に悩みながら、別
の市町での災害公営住宅の計画にも取り
組んでいる。そこでは、造成団地の計画段
階で予期せぬ計画変更があり、行き所を
失ってしまった災害公営住宅を、自力再
建住宅地の中に受け入れるという決断を
行った。自分たちの造成団地の完成が１
年も遅れることを承知で、地域のお年寄
りたちを受け入れることになった自力再
建者たちは、災害公営住宅をも含めたま
ちづくりを「自分たちに決めさせてほし
い」という。そのかわり、維持管理も公営
住宅の人たちと一緒に自分たちでやると
いうのだ。そうして、せっかくこの地域に
できる災害公営住宅を使って、「安全に行
き来できる緑道を整備し、植栽を整備し
魅力的なまちにしたい」という。「自分た
ちは何とか自力再建をするが、被災して
何もかも失い、街並の整備までやる余力
がない、そのために魅力的な災害公営住

宅をどう計画するか、自分たちで考
えたい」。
　この地域の災害復興住宅の計画成
立についても、他県からの派遣職員
が大きくかかわっている。私たちは、
こうした幾人かの派遣職員たちとの
議論を通して、災害公営住宅が被災
地で魅力的に存在できる道筋を模索
している。こうした派遣職員には、東
海地方の行政職員が多いことを皆さ
んには知っておいてもらいたい。

遠方よりの派遣職員と模索する
「魅力的な災害公営住宅とは何か」

JIA 宮城復興支援委員会 委員長  都市建築設計集団／ UAPP 　手島 浩之

東北からのメッセージ

造成団地の外部空間の構成イメージ図（画：北上復興応援隊　遠藤博明）
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名古屋大学減災館の模型です。三角形の外観が分かります

　「ARCHITECT」に連載を頂いている名
古屋大学減災連携研究センターに、7月19
日講演会「迫りくる南海トラフ巨大地震を
克服する」を聞きに行くと同時に、減災館
を見学しました。東山キャンパス唯一の免
震構造の建物で、地震時には最大で90cm
動くそうです。講演会は鷺谷威氏「南海ト
ラフ巨大地震を知る―基礎から最近の科
学的知見まで」、武村雅之氏「歴史に学ぶ
防災論―関東地震と東南海地震」、福和伸
夫氏「減災館を利用し南海トラフ地震の
減災対策を進める」の3部構成です。
　鷺谷氏から①日本では地震と無関係で
暮らすことはできない、②地震の将来予測
は今の科学では困難である（やっぱり無理
なんですね）、③過去に起きたことや自分
の今置かれている状況、今後起きるかもし
れないことを理解し、自分の頭で考えて行
動しなければいけないとのお話。また、武
村氏からは①「安心・安全」という言葉の
使い方が気になる、安全は「心配」すること
によって担保される、②科学には限界があ
る、③科学教育がうまくいっていない、④

「便利」は人間に幸福をもたらしてくれる
のか？との問いかけ。福和氏のお話は以前
にも聞いたことがあるのですが「福和節」
とでも言うべき名調子で、テンポよく語ら
れました。名古屋人のプライドをくすぐり
ながら東京、大阪と比較し、防災の視点か
らナゴヤの街を語られます。①科学技術を
安全のために使うのか、それともコストの
ために使うのか問われている、②地名には
メッセージがある「氵」のついた地名は要
注意！　懇親会では岡崎の食品メーカー
の方とお話ができました。「工場のあると
ころは砂地で地盤がよろしくない、しかし
地名がブランド名になっているので移転
はできない」。一筋縄では行かない問題で
す。③建築基準法は静的な力で検討してお
り万全なものではない。
近代科学の限界
　近代科学には限界があることを研究者
の方は感じているのではないかと思いま
した。科学の限界というより細分化された
研究がちゃんと伝わって社会のために
なっているのか？という疑問です。そのた

めに研究者から直接子どもたちにメッ
セージが届くようになっているのはとて
も良いことだと思いました。細分化の弊害
を除くべく「減災」をキーワードにいろい
ろな分野の研究者が集まって、名古屋大学
減災連携研究センターが設立されたので
しょう。研究者だけでなく建築家や芸術家
や音楽家などもっと多様な人々が集まっ
たら分断された科学の可能性を広げるこ
とができそうです。研究者の考えを分かり
やすく一般の方々に届けたり、研究者を繋
ぐのは建築家の可能性です。
　福和氏に「建築設計者よ！ 全面ガラス
はやめなさい！ 壁にしなさい！」とキツく
言われました。
東海地区の連携の必要性
　大地震の被害予想の地図を見ると、静
岡・三重と愛知・岐阜では被害の違いがあ
ります。台風の災害になればまた違う地図
になります。これは東海地区が連携して対
策しないといけないということではない
でしょうか？　早期の東海支部での災害
対策委員会の設置を望みます。

名古屋大学減災連携研究センター
講演会・減災館レポート

ワーク○キューブ　吉元　学

東海の減災を考える—名古屋大学減災連携研究センターからの提言〈番外編〉

石巻日日新聞、本物です。震災当時の状況が生々しく伝わっ
てきます

名古屋市の今の地図と昔の地図を比較できます 上｜津波やプレート型地震、液状化などの仕組が子どもにも分かりやすく説明し
てあります　下｜建物全部を約 10cm 引っ張って震度３の揺れを体験
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保存情報　第 156 回　JIA 愛知保存研究会

データ発掘（お気に入りの歴史的環境調査）

瑞雲山龍興寺本堂

斉年寺

データ発掘（お気に入りの歴史的環境調査）

建物の修復およびリユース、特に社寺建築の制震
改修のために考案されたシステムである。
　境内には、武田五一設計の旧芝川又右衛門邸
寿宝堂も移築されているほか、「如庵」を模した茶
室も。また、客殿には百済観音の半身像（摸刻像）
が安置され、見学に訪れる人も多い。

■発掘者コメント
　龍興寺は、天文8（1339）年、この地の豪族、御
器所城主の佐久間盛次が建立したと伝えられる
が、戦災ですべて焼失してしまった。
　昭和53（1978）年、実業家藤山雷太旧邸の日
本家部分（書院と楼閣）を移築して本堂とした。こ
の建物は昭和54年に愛知県指定有形文化財に
指定され、現在は客殿として使われている（建物の
詳細は保存情報第16回『龍興寺本堂』で報告さ
れている）。現在の本堂は、愛知県東浦町の曹洞
宗宇宙山乾坤院（けんこんいん）の庫裏を解体移
築したもので、平成14（2002）年に完成した。
　乾坤院は緒川城主水野氏の菩提寺である。徳

川家康の生母、於大の方は四代水野忠政の娘で
あり、同寺で供養されている。この庫裏は元禄12
（1699）年に建てられたとされ、龍興寺住職渡辺英
信氏によれば棟札が存在していたとのことである。
　移築された建家は入母屋造り平屋建て、間口
11.7ｍ、奥行17.2ｍ、高さ11.8ｍ。建立当初の軸組
と小屋組の外周部に集成材による柱、梁、登り梁で
構成した覆い堂を設け、これを制震構造とすること
により当初の柱や小屋組をそのまま保存する手法が
とられている。覆い堂の軸部にはアンブレラダンパー
を装着し、小屋組には弾塑性ダンパー付の張弦を
装着した制震構造を採用している。この制震装置
は日本大学石丸研究室で開発されたもので、古い

全景（北西面） 本堂小屋組 アンブレラ型制震装置

矢田川

大野町駅

鶴舞公園

地下鉄鶴舞線

荒畑駅

鶴舞小●

桜花学園高
●

龍興寺

■発掘者のコメント
　大河ドラマ「江～姫たちの戦国～」ゆかりの斉年
寺は、尾張三十三観音第9番札所で、大野城主
佐治家の菩提寺。享禄4（1531）年、現常滑市青
海町山上の城内に建設され、天正15（1587）年に
城とともに亡び、翌年現在地に再建された。
　斉年寺を知ったのは、雪舟が涙で鼠の絵を描
いて和尚さんを感心させたエピソードを伝える岡
山県総社市の宝福禅寺の住職から、雪舟が描
いた国宝「達磨大師二祖慧可断臂図」がある斉
年寺を訪れてはと言われたことによる。この水墨
画は、雪舟77歳、明応5（1496）年の作。縦
183.8㎝、横112.8㎝、紙本墨画淡彩の一幅。平
成16（2004）年国宝に指定され、現在、京都国

立博物館に寄託されているが、立派な模写をい
つでも本堂で拝観できる。
　境内の建物のうち、当時の総門・山門はともに
文久3（1863）年の火災でも焼け残った。総門は
三間薬医門本瓦葺。平成14（2002）年に修復さ
れた。山門は一間一戸楼門、入母屋造り本瓦
葺。下層は屋根を持たず、上層の周りには、縁、
高覧をめぐらす。楼上には十六羅漢が安置され
ている（詳細は参考資料①参照）。境内には袴腰
鐘楼、観音堂、経蔵、庫裡、不動堂、庚申堂の
ほか、持国天、広目天、増長天、多聞天に擬し
て置かれた4体の自然石が目を惹く。
　運良く、ご住職からいろいろなお話を伺うことが
できた。平成43（2031）年には開創500年を機に、

山門の解体修復工事を始めるとのこと。解体によ
る新たな発見が期待される。
　毎夕5時の鐘の音を合図に街の人々は夕方の
支度に入るとか。次に訪れたときには、その鐘の
音とともに暖簾をくぐりたいものである。

澤村喜久夫｜
伊藤建築設計事務所

総門。巴瓦は佐治家の家紋「日の丸扇」 近く解体修理の行われる予定の山門 山門の詳細

鶴舞公園

御器所通

JR鶴舞
●鶴舞図書館

旧伊藤耳鼻咽喉科医院 
●北山中

地下鉄荒畑

斉年寺

矢田川

大野町駅

所 在 地：愛知県常滑市大野町9-139
交　　通：名鉄常滑線　大野町より徒歩10分
参考資料：①常滑市誌 [第3] 文化財編、常滑市、1983
	 ②知多半島の歴史と現在 No. 13、日本福祉

大学知多半島総合研究所、校倉書房、2005
	 ③東海の古寺と仏像100

選、渡辺辰典・白井伸昂、
風媒社、1997

藤田淑子│
元名古屋文化短期大学教授

所 在 地：	名古屋市昭和区御器所3-1-29
アクセス：	地下鉄鶴舞線「荒畑」駅下車　4番出口より

西へ徒歩100ｍ
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理  事  会  レ  ポ  ー  ト

　第221回理事会は、8月21日、理事23名（1名欠席）、監事2名、事務局
3名の出席と、天野（旧四会）連合協定工事請負契約約款委員会委
員、岡部災害対策委員会委員の2名がオブザーバー参加し、建築家会
館1階大ホールにて開催された。芦原会長より、議事をスムーズに進行し
16時30分には終了したい旨（後のホール使用の予定あり）説明があっ
たものの、寄付金・契約約款などの審議にて時間がかかってしまった。

【審議事項】

1．入退会承認の件（筒井専務理事、浅尾事務局次長）
　新規入会希望：正会員5名、準会員；専門1名、ジュニア6名、学生9名、
協力会員；個人3名、法人12名　会員種別変更：正会員→シニア8名、
正会員→専門4名、正会員→個人協力4名、退会希望：正会員22名（退
職7、一身上6、体調3、その他6）、ジュニア1名、法人協力3名
　準会員の入会により会員数は増えているものの正会員の退会が多
く、正会員の増強が必要。　承認
2．①「フェローシップ委員会」②「建築家資格制度委員会」③「JIA

環境会議」委員等の異動承認の件（筒井専務理事）
①：新委員－青木恵美子（関東甲信越）、谷村茂（東海）、解職－久保
田英之（東海）　②：新委員長－大澤秀雄（関東甲信越）、解職－河
野進（関東甲信越）　大澤氏は職能資格制度委員会委員長を兼任、
河野氏は委員として活動。　③：委員就任の承認－委員の数（少し
多いのでは）、財政的に厳しく、運営方法を考える必要がある。　承認
3．「JIA建築相談会議」設置及び議長承認の件（筒井専務理事）　
議長：川津悠嗣（九州支部建築相談委員会委員長）　幹事支部：九
州支部　承認
4．寄付金等取扱規程の件（上浪総務委員会委員長）
　法人の寄付の場合は損金算入限度額が拡充、個人寄付の場合は
所得控除などの税制優遇が受けられることで、JIAが受ける寄付金に
関し必要な事項を定める。事業への協賛金は、1事業年度に限るもので
協賛企業の広告となり、寄付金には当たらない（寄付金は年度にこだわ
らない）。　承認
5．小規模建築物用の四会連合協定建築設計・監理業務委託契約書

類について（森副会長、天野委員）
　内容の簡素化を図る（既存30条を18条に簡素化）。四会で承認後、
国交省と協議（省令・政令との照合）の予定。今回は契約約款の審議。
　承認
6．2014年度JIA事業活動助成要領（案）について（赤羽公益事業委
員会委員長）
　対象事業は、公益目的事業（定款第4条1,3,6,7）とし、年度ごとに設定

する重点分野の事業に配分する。2014年度給付予算総額は350万円と
し、助成単位の下限額は事業ごとに30万円とする（小口対応可）。申請
締切日について、来年度以降は6月とあるが新年度慌しいので7月にとの
意見が出た。同一事業（事業種）に対する助成は単年度限定とし、継
続給付は原則行わないとのこと。　承認

【報告事項】

1．新国立競技場及び東京都による五輪関連施設整備に関するJIAの

対応について（芦原会長・上浪副会長）
　建築関連5団体からの質問書及びJSCの回答書について説明と状
況報告があった。JIAは新国立競技場建設に賛成・反対の立場ではな
く、正確な情報を分かりやすく社会に公開し、専門家集団として検証・提
案をし、市民が納得できる形で建設が進むよう支援していく。ただし、関
連施設のデザインビルドでの建設については見直しを要請していく。
2．資格制度の見直し方針とスケジュールについて（大澤職能資格制
度委員会委員長）
　説明後、時間の関係で質疑は取りやめ、岡山大会にて議論する。正
会員＝登録建築家（JIAアーキテクト）であれば、登録更新時に単位取
得できない場合は正会員でなくなる。救済方法は検討中。
3．「国連防災会議」について（岡部災害対策委員会委員）
　国連主催の会議で、第1、2回共日本で開催、第3回会議は仙台で予
定。世界会議と並行して行われるパブリックフォーラムに建築5団体の共
同参加方式で進め、JIAは東北支部を中心に委員会を立ち上げたい。
4．「JIA建築家大会2014岡山」について（亀谷理事・中国支部長）
5．「JIA建築家大会2015」について（近江理事・北陸支部長）
6．フェローシップ委員会からの報告（道家フェローシップ委員会委員長）
　正会員から個人協力会員への移行は推奨されるべきではないとの
見解が示された。フレッシュマンセミナー岡山の報告があった。
7．UIAダーバン大会の報告（岩村国際交流委員会委員長）
　JIA主催のJAPAN FORUM及び伊藤豊雄氏の基調講演は大会
中最も関心を集めた。UIAは、ドイツ、オーストリア、オランダの欧州勢が
脱退、一方アルジェリア、リビア、ペルー、台湾の新規加盟あり。

8．後援名義の件（会長専決）（筒井専務理事）
9．横浜市との「まちづくり・建築分野の問題解決に係る包括連携協定」

（神奈川地域会）（筒井専務理事）
10．香芝市・広陵町との「災害時の被災建物に関する応急活動等に係

る協定」（奈良地域会）（松本副会長）
11．特定非営利活動法人建築文化継承機構について（森副会長）　
12．その他　野村四国支部長（理事）より丹下健三氏の建築について。

寄付金・契約約款などについて審議

本部理事・東海支部長　石田　壽
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　今年度から愛知地域会長をしています水野です。支部幹事長は
書かなくてもすむため、7年振りの支部役員会報告ですが、こんな
に大変とは思ってもいませんでした。特に今回は支部財政の健全
化についての活発な意見交換があり、2年間幹事長を務めながら棚
上げしてきた責任を感じながら、愛知の財政も検
討しながら協力をしていかなくてはと改めて感
じています。

日　時：2014年8月29日（金）16：00 ～18：00
場　所：昭和ビル5階　JIA支部会議室
出席者：支部長、本部理事、幹事10名、監査2名、オブザーバー6名、
　　　　欠席者1名

1．支部長挨拶

　東海支部にJIA岡山大会へ70名の参加要請があり、現在登録15
名と少ない状況なので参加をお願いします。また支部の財政の健
全化についての議論を進めたい。
2．報告事項

（1）本部報告

①第221回 理事会（8/21）（石田）　※P21「理事会レポート」参照
②CPD評議会（8/27）（塚本）　
③第4回本部広報委員会（8/22）
・	Video　letter　芦原会長の「2014年度JIA方針」を視聴してほし
い。
・	市民向けリーフレットの更新は8月中に終える予定。

（2）支部報告

①第2回 東海支部CPD評議会（8/1）（塚本）　
　第3回 東海支部CPD評議会（8/29）（塚本）
②第2回 東海住宅建築賞 表彰式及び講演会、シンポジウム（9/28）
（吉元）
9月28日（日）14：00より名古屋大学ES総合館ESホール。開催案
内と参加要請。　
③第1回 東海支部総務委員会・会員種別一覧（8/1）（見寺）
　支部会員種別表の作成をした。支部会費など財政の問題は検討
中。
④「JIA 東海支部講習会」募集（9/13）（久保田）
　9月13日の講習会の参加要請、CPDは倫理法令分野4単位。

（3）各地域会からの報告（各地域会長）  ※P23「地域会だより」参照

議事

1．審議事項　

ゴールデンキューブ特別委員会関連（関口）

①作品集出版に対するご協賛のお願いの件　承認
②第1回子どもの建築活動発表交流会と発表演題募集の件　承認
③改めて事業計画書を提出し承認を受けること、全国会議との関
　係を整理する。
2．協議事項

　「フェロー会員」推薦について
　静岡1名、愛知2名、岐阜1名（藤井氏予定）、三重なし、予定者の内
諾を得、次回役員会承認をして10月の本部理事会に出す予定。
3．その他

①「JIA事業活動助成」申請受付開始のお知らせ（締切9/30）
　（久保田）
　公益事業補助金総額350万、30万/件、助成対象事業の重点分野
にこだわらずに申請する。他の支部・地域会に似たような企画の
ないものがよい。設計競技議は申請予定。終了した事業でもよい。
②JIA岡山大会について「フッレシュマンセミナー」ほか（9/25-27）
　（久保田）
　大会にはぜひ参加をお願いします。「フッレシュマンセミナー」
2名までは支部で交通費を負担するので声賭けをする、大会に参
加登録しなくても参加可能。
③支部財政について（石田）
1．東海支部は支部追加運営費（支部会費）は取らないで来たが、支
部財政が逼迫しており、事業見直しを含めて、支部追加運営費徴収
について検討したいので意見をください。小田・元支部長の時点
での検討内容の説明あり。
2．現状の地域会運営費　静岡21,000円、三重・岐阜15,000円、愛知0
円（ただし事務所単位で集める、運営協力費昨年度総額90万円）
各地域会運営費はほぼ100％徴収できているとのこと。　
・愛知は現状毎年約150万円の赤字で、蓄財を食いつぶしている、
運営協力費も合わせて考えると250万円くらいの不足となり、1
人当たり1万円となるが、地域会運営費は強制力がなく、払わな
い人が出たときに不公平が生まれる、できれば支部会費で徴収
し、支部を支える負担もできるようにしたい。（見寺・水野）
・	岐阜はそれなりに成り立っている。支部の財政が厳しければ支
部会員全員で支えるべきと思う。5,000円くらい出してもいいと
思っている。（山田）
・	三重は非常に厳しい。（中西）
・	静岡も大変厳しい状況で、イベントごとに協力をいただいてい
る状況である。（村松）
・	本部の各支部への配分方法をも参考にしながら、総務委員会で
シミュレーションをしてください。その上で協議すべき。（小田）

東海支部役員会報告

水野豊秋｜ヤスウラ設計
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東海とっておきガイド　｜三重編 ｜ 池澤邦仁（池澤アソシエイツ）

　芭蕉さんの遺墨に「月見の献立懐紙」がある。芭蕉
さんは1694年の中秋の名月の夜に、自身の帰郷に合
わせて門人たちが生家裏庭に草庵・無名庵を建ててく
れたお礼にと月見を催した。このとき懐紙に献立をしたた
め、献立「八月十五夜」を自ら調理し、門人たちをもてな
した。献立には葡萄酒、麩、菓子など、大津の門人で
女流俳人・智月からの差し入れも含む。芭蕉さんはこの
宴で三句詠み、うち一句に「名月の花かと見えて綿畠」
があり、濃密なひとときが偲ばれる。この年の10月、芭
蕉さんは旅先の大阪で亡くなった。
　月見の献立を再現する試みもあり、催しや伊賀市内
の飲食店で提供されることがある。写真は2009年9月、

「月見の献立再現の会」発足10周年記念食事会で招
待客に供された再現の膳。キノコの香りが記憶に残る。

　伊賀地域の誇りに、松尾芭蕉の生誕地であることがある。俳聖殿は俳
句の巨人、芭蕉さんの生誕300年を記念して1942年、地元の個人（代議士・
川崎克）が私財を投じ建てた近代和風の聖廟で、二層八角堂の木造建築。
外観は芭蕉さんの旅姿で、柔らかな曲面を成す屋根は笠、その下の欄干を
巡らす2階がお顔で、下屋屋根は胴と風になびく着物の裾、1階の柱廊は
杖や足、という具合。仕上げは桧皮葺屋根に外壁が漆喰塗り、床は敷瓦、

石積み基壇という構成。
全体のシルエットに、ど
こか中世の中国のお堂を
思わせる風情もある。構
想・計画時に伊東忠太の
助言を受けたと伝わる。
10月12日、恒例の芭蕉
祭にはお堂の扉が開かれ
て基壇がステージに、前
面広場は式典の客席とな
る。今年は芭蕉さんの生
誕370周年の記念の年で
ある。

月見の献立俳聖殿（はいせいでん）

72

再現された「月見の献立」（2009年）

地域会だより
＜静岡＞
9/13、14、15　平成26年度静岡県住まい博の建築相談員として3名参加
9/18	 第１回建築フェア（中部）特別委員会
9/18	 9月定例役員会
10/16	 第２回建築フェア（中部）特別委員会
10/16	 10月定例役員会
11/13	 11月定例役員会
12/3　	 第2回建築家講演会。講師：前田圭介氏

＜愛知＞
9/16	 講演会「建築トラブル回避法」（相談委員会）
9/18	 JIA愛知プロフェッショナルセミナー 2014　（研修委員会）
	 -建築家実務講座-「構造」シリーズ2　
	 第1回「建築家と構造家のコラボレーション」（※詳細はP11掲載）
	 第2回「建築家は構造をどう包括するか」（10/2）
	 第3回「ＲＣ造のひび割れを減らすには」（10/16）
9/19	 法人協力会主催・JIAボーリング大会
9/28	 ＜第2回東海住宅建築賞　表彰式・講演会・シンポジウム＞
	 （名大・ESホール）
10/6	 建築八団体連絡会議　　愛知・総務委員会
10/10	 役員会　CPD研修会（法人協力会）
10/11	 ＜第31回東海支部設計競技1次審査＞　（名市大）
10/22	 すまいる愛知住宅賞　表彰式・講演会（中区役所ホール）
10/27	 愛知まちなみ建築賞第2回選考会

10/31	 愛知親睦ゴルフ
11/8 ～ 9　建築家フェス ティバル2014
11/18	 法人協力会企画　CPD研修会
11/29 ～ 12/13　ゴールデンキューブ賞2013/2014出版・作品展

＜岐阜＞
9/8　	 第２回「岐阜各務原キャンプ前プロジェクト」ワークショップ
	 （JIA岐阜地域会まちづくり委員会）（※詳細はP12掲載）
9/12	 「みんなの森　ぎふメディアコスモス」見学会
	 場所：岐阜大学医学部等跡地　参加者：30名
	 設計・監理：㈱伊東豐雄建築設計事務所・伊東豐雄
	 施工：戸田建設、大日本土木、市川工務店、雛屋建設社JV
	 主催：JIA東海支部、協力：岐阜市市民参画部ぎふメディアコスモ

ス開設準備課　岐阜地域会
10/29	 建築研修会（研修視察会）　浜岡原発
10月開催予定　第4回役員会　18:30 ～　場所：ハートスクエアＧ

＜三重＞
9/12	 第4回例会、第4回役員会
	 会員研修会2（森羅万象匠塾）～木版画家　立原位貫氏を迎えて

（※詳細はP14掲載）
10/10	 第5回例会、会員研修会3（建材研修会）
11/1	 第27回建築ウォッチング（草津宿場町ほか）
2/7	 建築文化講演会　講師：三分一博志氏（アスト津　アストホール）

所在地：伊賀市上野丸之内117-4
　　　　（上野公園内）
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とされています」。支部役員会では地域会運
営費、支部会費の徴収についての議論もあ
り、今後は「ARCHITECT」誌面で会員から
のさまざまな意見が掲載されることが望ま
しいと思います。　　　　　　　  （吉元学）
●本誌の中盤はいつもJIAの各地域会の活
動内容の報告となっている。JIA岐阜からは、
9月号に引き続き、岐阜県各務原市でのワー
クショップの様子が報告されている。昨年
来、岐阜地域会メンバーで、街づくり実行委
員会を立ち上げ具体的な地域の策定をし、計
画を進められているようで、身近な地域にお
ける着実な活動の様子に好感をいだいた。物
見台・子ども屋台・空き店舗活用などについ
て、地域住民や市民からアイデアを募集し、
それを実施していくとのことで、本活動が継
続的な対話の場となるのを期待したい。
　伊藤恭行氏の「若者に公共建築設計の
チャンスを」という論題については、全く同
感であり、若手に公共建築設計のチャンスが

●地震災害だけでなく、大雨による広島の土
砂崩れに始まり御嶽山の噴火、毎週のように
来る大型の台風など自然災害が続いていま
す。今月号の「ARCHITECT」は連載をはじ
め災害関係の記事が多く載っています。東海
支部としても何らかの活動を検討していき
たいものです。また「私の意見」として名古屋
市立大学の伊藤恭行氏から「若者に公共建
築設計のチャンスを」と題して今の公共建築
のシステムに対して提言がありました。JIA
としても自治体などに働きかけをしていく
ことが望まれます。三重発にある「JIAと奈
良の市町との災害時応援協定」にかかわって
いる森岡茂夫氏の言葉が思い出されます。
「防災のお手伝いは建築家と自治体の行政が
つながる良いキッカケです。また、専門家と
同じくらいアトリエの小さな建築家も必要

編 集 後 記
開かれていくために、自治体のかたがたに一
歩前へ門戸を開いていただくためのバック
アップや支えも必要なのかな…と思った次
第である。　　　　　　　　　 （生田京子）

　9月17日、未来工業㈱創業者山田昭男さん
のお別れの会に参加しました。
　私は大学卒業後、外の飯を食うことも必要
だろうと、父の会社以外に就職しようとしまし
た。しかしバブル崩壊のあおりを受けて難航。
拾っていただいたのが未来工業でした。未来
工業は私には、のんびりした会社に見えまし
た。あくせく働いている人がいないし、怒声罵
声も響かない。本当に残業もなく皆が明るいう
ちに帰ってしまいます。あまり働いた実感がな
いのに給料がもらえる不思議な会社でした。
　今から考えると、利益の源泉は差別化され
た商品群であり、3交代で24時間ラインを休む

4 4 4 4 4 4

ことなく
4 4 4 4

働かせるから、人は汗かく必要がない
仕組みであったと解ります。自動化ラインも、先
輩たちが「手づくり」と言うように、大層な代物

でなくお金がかからないものでした。
　先輩との何気ない会話の中で、私の素朴
な疑問に答えるような形で、こんなのいいよね
と話がまとまったときのこと。「おっ、そのアイ
ディアいただき！提案しよっと。500円もーら
い」と先輩。そう言われると負けずに「自分も
提案してやろう」とまた考えました。そんなふう
に会社に提案を生み出す土壌ができていた
のです。その積み重ねが、差別化につながっ
ていました。
　未来工業には残業禁止の決まりがありまし
たが、あるとき、「ああ言っといてな、社長は休
みの日は一日中社長室におるんや」という話
を聞いて、なるほどやはり社長は人の倍働か
なければならないんだと妙に納得したのを覚
えています。

　あれから20年近く経て、社長になった私は
夜遅くまで会社に残っています。しかし振り
返ってみると、やっていることは何年も繰り返
してきた作業に過ぎません。本当に何かを考
え出しているのか、価値をつくり出しているの
かと問われると、何もやっていないことに気付
きます。
　私に未来イズムがかけらも残っていないこ
とに気付かされた参列でした。今一度初心に
返り、「経営を常に考える！」ようにして、どん
な不可能に思えるようなことも実行・実現して
きた偉大な経営者の後を、少しでも追いかけ
ていきたいと思います。

「常に考える！」未来イズムを心に留めて

武藤　孝｜株式会社ムトー　代表取締役社長
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●株式会社ムトー（アルミ本部）
羽島郡笠松町田代1080
TEL 058-388-2122　FAX 058-388-8044
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